





































6: C20-Olefin Tetraenal 7: C20-Hydroxy Sulfone
4: C15-Olefin Sulfone 5: C17-Ketoaldehyde










2: C40-Olefin Derivative  



































































一方，アルデヒドセグメントの合成は以下である (Scheme 1-3)。化合物 13 に対し，ビニルアニオンを付
加させ共役鎖を伸長した14 とした。3位水酸基を利用したエポキシ化，続く光延反応により立体選択的に











































 また，アルデヒド6 とスルホン7 との改良ジュリア反応によりC40カップリング体20 を得た。続く第
2級アルコールの酸化では，DMPやIBXを用いると環化体21が生成したが，TPAP酸化により目的とす
る化合物22を得ることができた。TBAFによりTES基を除去し，続く光異性化で，目的のC40オレフィ

























































2. 共役鎖を短くした C29ペリジニン類縁体の合成 
 アセチレン化合物23 から6段階でビニルヨウ素化合物24 を合成し，これをアセチレン化合物25 と薗
頭反応，イリデンブテノリド環形成に続く蟻酸を用いた還元をone-potで行うことにより，C29ペリジニン




















50 oC, 33% 3: C29-Peridinin Derivative
6steps
 
